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景観植物を利用した書虫防除技術の開発
永舛―或

岡山県農林水産絡白セツター (現在 全 慶岡山)

岡山県腰林水産縮台センター履業研究所でま 車花な

どの景観悔陶をヒメハナカメムシ類のような土者天歓

のインセクタリープランツや宮虫のトラッププランツ

として野菜畑に親店し、言虫崎BPにコ弓する目的で、ヨ

観植物の利13特性ミ 発生する土書天敵 宮虫なこを語

査してさた 限査した植物ねは 唐根性草本が26科 (ア

カ′t共 ウコネ カタフヽミ、キキョワ キ ク キ ョワチ

クトワ クサトベラ クマツツラ ヨヤンハグサ サ ク

ラツウ ンツ ス イカズラ ス ミレ ツルナ、 トケイツ

ウ ナ ス ナテシヨ、フポタツ、ハナシソフ パ ラ フ

つロツウ ベ ンケイツウ マ ツムシツウ ミ ツハiム

ラサキ ユ リの3科 )68相 、格子栞殖性■本が 17科

(キク キンポワグ クマツツラ ケシ ヨマノAグ チ

シツ スベリヒユ、タデ ツ リフネツウ ナ ス ナ デシ

コ ンウゼシハレン ハナシンフ ヒエ フウチョつツ

つ マ メの各科)51複  低 木は4科 (シツ オ トギリ

ツウ、ツツジ、アカネの各科)5種 である これらから

言虫防嚇にTJ用できそうな拒駒種を選び出したの〔 そ

のほ要を紹介するとともに 今後の課題について述べる。

1 イ ンセクタリープランツに伺望な'88M

ヒメハナカメムシ類の発生が多い草本3宿 IR性車種

では スカエポラやバーベす・タピアン 召 子策殖t4H

本ではツパ、ルトベキア、マリーヨールト フ レンチ、

アグラタム モナルダ ン トリオドラなどであった し

か峡 ′ヽ一ヘナ タ ピアツやツ′(店  ッマグコアオカ

スミカメの発生が多く本級による絞言が間題となる羅

地ナスなどでの利用は困難である。また、マリーIj―ル

ト ラ レツチはハ'こ 類が年により多発生りこので 注

意が鯵要である。

クモ類はほ本のピペリカム カリシナムやイフキジャ

コウツウで発生が多く 両種とも定植当年よ19翌年に発

生が多くなった。車本ではマリーEj―ルト フ レンチや

ルドベキアで多かつた

捕農性テントウムシ類はピペリカム カラシナムやロ

ーマンカモミールにアフラムシ類が多発するこ それを

目に増DDしたが 雷 度は時期により大きく変コリこ。

2 書 虫のトラップブランツとして育ヨなR観 植的

スイートアリッサムrtはキスジノミハムシ成虫の発

生ataめて多い。本種は半印暮性の多年性車本でキスジ

ノミハムシの播目作殉としてダイコンなどで利用でき

るかもしれない

ペチュニア、カリフォルエアポピーなとの花には ヒ

ラカ すヽアプミつマなど訪花桂アすミウマ類成虫の発

生が多く ほ とんどの個体は花で見つかった。瑠昧深い

ことに、面打ともにアサミウマ類幼虫の発生が少なく

特にベチュニアでは幼虫の発生はほとんど見られなか

つた (表1)。これら景観植物を野菜畑にトラッブジラ

シツとして隷lBすると 慶作勧への飛来をIP制できるの

ではないかと書えた
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3 トラップブランツを用いたトマトのヒラか ナア

サミウマ崎は

囲揚外からの移入固体力t tE績震作物をおD3する彗政

の複番を天敵で崎嫁することは困難である このような
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被告の例として ヒラズハナアツミウマによるトマトの

白ぷくれ定があり、済醸柴のためには天徴以外の崎螺法

が必要となる.8地 税おのトマトの層□ほカリフォルニ

アポピーと、カリフォルニアポピーの関花取が済,す る

時期から関花が増えるペチュニアをトラッププランツ

として栽略すると、白ぷくね症の発生力激 )t/t(表 2)

雨盛け栽婚の卜や卜では ヒラカ ナヽアプミウマの限

入司能な空間はピ三ルハウス間面の開□邸に限定され

&こ のため 呂地R13にLIRレ Rト ラッフプランツ

は利用しやすい (田1).雨 盛けハウス関面の開口部の

外側に、カリフォルニアポピーを調崎りこrll験区を捜け

自ぶくれ産の発生を漁査したところ、アツミウマ類に有

効な救虫れをトマトに4回散布吹 区と同等の防昧効

果を認めた試験例も得られた。

野菜頼では□颯内への言室の飛来防止に崎虫ネット、

紫外線簾云フィルム等の範理的防嚇呂材が広く利用さ

れている。そこで、これら崎鯨資材で鳳1,物への害虫の

到達を抑制 し、 トラッププランツに3き 奇せる

oぃトコ酎法」98発できるコ能性もある

4 今 後の瞬題

車本性の寮観価物をインセクタリープランツやトラ

ッププランツとして安定的に勲塔するには、解決すべき

擦題も多い.lB子軒殖性車本では、日悩すると種子はア

リにおう去5私 発事後はチメクジ コ方口主 ネキリ

ムシなこによる額宮を受けやすい。また、生腎中は襲事

と醸含呟 生青が頑にする。このため殺豊剤を配含した

田1 ト ラッフプランツを議塔りこハつス縄面

コーティング騒子 初配言車のb際 対策位 やルチ真材

の敵殴による抑率手活の開発などがけ要である。さらに

これら植物がな室やウイルス摘など捕宮虫の発生源と

なることがないよう近朗に隷嬉されている政作勅を奮

ム 界書についても十分な壊河が必要である。

同一草橋であ,ても地欧 寮嗜EIB IE■鶴のBIn年

餓 電地と範被がRな ると天憩や番虫の発生■に違いが

ある。また、露地激lBでは言虫さめない草祖であつても

樋捜内で税嬉するとコすジラミ累 アサミウマ郷、ハダ

ニ報などが激発することがあるので、注意が必要である

さらに ワイリけトフラワーとしてEIEされたオオキンケ

イギクが崎定外Xll生制に情定されたように、外来面の

掲宙、野Jし の移れがないかを桟討するけ口もある。

2



平成25年 度総会および講演会のお知らせ

下記のとおり生物的防隊部会平成25年 度樽会および室1口揺演会を開催いたします
会員の皆線には是非ご0おo下さいますよう、お願い申し上げます。

日  時    平 成25年 6月 20日 (本) 年 鶴3晴 ～5晴

馬  所    東 京晨典大学世日合キャンパス2号題3贈  国 ほ震業呂発学科念ヨ豊

ぉ  室    2Fk3晴 ～3崎 30分

騎題 1)平 成24年 度●集報告および会計報告、臨査報告
2)平 成25年 度事雀け画および予算乗

爵  演    年 後 3時 30分 ～58S

演題 「価殴君埼における日本産天敵勇虫の利用」

買 え り子氏(住化テクノサービスく株)白集H験 部日虫テーム)

なお 講 済会終了後、演音を囲んでの懇霜会 (会■ 1000円 )を 予定しています

ピひご参加下さい。

◆●加中t/Aみ ・悶しヽ台わせ先◆
生範曲崎島観会会長 和 国哲夫hadaぉ 抱旺Ю抽 、"め oo

発行 東 京農業大学総台研究所研究会

生陶的崎麟部会 (代表 和 国営末)
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